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市
役
所
本
庁
舎
は
、
昭
和
40
年
の
建
設
か

ら
49
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
現
庁
舎
は
、

建
物
の
耐
震
性
の
不
足
、本
庁
機
能
の
分
散
、

駐
車
場
の
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
本
庁
舎
の
整
備
方
針
を
検
討
す

る
た
め
、
昨
年
度
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
昨
年
５
月
に
各
種

団
体
の
委
員
、
学
識
経
験
者
な
ど
11
人
で
構

成
す
る
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
昨
年
６
月
に
庁
舎
整
備
調

査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、調
査・検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
は
平
成

31
年
度
ま
で
に
現
在
地
で
新
庁
舎
を
建
設
す

る
方
針
を
定
め
、
今
年
７
月
頃
ま
で
に
、
新

庁
舎
の
機
能
や
規
模
な
ど
の
考
え
方
を
ま
と

め
た
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
、
新
庁
舎
の
機
能
な
ど

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
広
報
み
は
ら
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
庁
舎
は
、各
種
申
請・届
け
出
な
ど
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
加
え
て
、
災
害
発
生
時

な
ど
に
災
害
対
策
本
部（
災
害
に
関
す
る
情

報
の
収
集
、
対
策
の
決
定・実
施・周
知
な
ど

を
総
括
す
る
機
関
）が
設
置
さ
れ
、市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
の
建
設
は
平
成
16
年
に
策
定
し
た

新
市
建
設
計
画
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、国
か
ら
の
財
政
支
援
の
あ
る
期
間
内（
平

成
31
年
度
ま
で
）に
建
て
替
え
る
こ
と
が
、将

来
の
財
政
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

安
全
で
使
い
や
す
い
庁
舎
を
め
ざ
し
て

新
庁
舎
建
設
の
基
本
計
画
づ
く
り
を
始
め
ま
す

▲�委託業者が作成した新庁舎イメージの一つ

問
総
務
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
２
２

 

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
策
定
へ

 

新
庁
舎
建
設
の
必
要
性

■本庁舎の耐震診断結果（平成25年度実施）

■本庁舎の整備方針に関する意見

新
庁
舎
建
設
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

本 　 庁 議 会 棟
耐震性を示す指標（Is値）※１
　東西方向 0.22 ～0.35 0.05 ～0.45
　南北方向 0.24 ～0.62 0.07 ～0.54
コンクリートの状況
　圧縮強度（N/m㎡）※２ 18.7 ～22.0 16.9 ～21.8 
　中性化深さ（mm）※３ 平均 6.9　最大35.0 平均 9.2　最大46.3

庁舎整備検討委員会
（昨年８月28日）

市議会庁舎整備調査特別委員会
（昨年11月27日）

　庁舎整備検討委員会から市長に対
し、「合併特例債を活用して早急に建て
替え、防災拠点機能の確保を図ること
が望ましい」という意見書が提出され
ました。

　市議会本会議で行われた庁舎整備調
査特別委員会の中間報告では、「現在地
において本庁舎を建設する案を支持す
る意見が大勢を占めた」という内容が
報告されています。

※１　Is値0.3を下回ると、震度６以上の地震で倒壊または崩壊の危険性が高い。
※２　コンクリートの設計基準強度は17.6N/m㎡。
※３　中性化深さが30mmに達すると鉄筋の腐食が始まる。

平
成
26
～
27
年
度	

基
本
計
画
の
策
定

平
成
27
～
28
年
度	

基
本・実
施
設
計
の
実
施

平
成
29
～
31
年
度	

建
設
工
事・移
転
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有
料
指
定
袋
制
度
導
入
後
の

ご
み
の
排
出
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
環
境
管
理
課　

　
☎
０
８
４
８・63・１
２
１
０

（
１
）ご
み
の
総
排
出
量

　
総
排
出
量
は
、
平
成
24
年
度
と
比
べ
て
約

６
％
減
り
ま
し
た
が
、
市
民
１
人
当
た
り
の

平
均
排
出
量
は
１
日
９
６
４
グ
ラ
ム
で
、
県

内
の
平
均
を
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
２
）家
庭
ご
み

　
家
庭
か
ら
出
る
も
や
す
ご
み
の
量
は
、
平

成
24
年
度
と
比
べ
て
約
12
％
減
り
、
家
庭
ご

み
全
体
の
量
も
約
11
％
減
り
ま
し
た
。

（
１
）ご
み
処
理
歳
入

　
平
成
25
年
度
の
ご
み
処
理
に
関
す
る
歳
入

は
、
約
１
億
８
６
０
０
万
円
で
し
た
。
こ
の

う
ち
半
分
以
上
は
事
業
系
ご
み
を
処
理
す
る

手
数
料
で
、
家
庭
系
ご
み
を
処
理
す
る
手
数

料
は
４
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）ご
み
処
理
経
費

　
年
間
の
ご
み
処
理
経
費
は
、
５
年
間
の
平

均
で
11
億
５
６
１
７
万
円
で
、
市
民
１
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
１
１
４
８
３
円
で
す
。

処
理
経
費
に
は
、
処
理
施
設
の
維
持
管
理
費

や
収
集
運
搬
委
託
費
な
ど
が
含
ま
れ
、
平
成

25
年
度
は
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
修
繕
費
や

維
持
管
理
費
が
増
加
し
た
た
め
、
全
体
の
処

理
経
費
が
前
年
よ
り
増
え
ま
し
た
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
８
割
以
上
を
占
め
る
も
や
す
ご
み
の
量
を
減
ら
し
、
排
出
量
に
応
じ
た
費
用
負
担
の
公
平
化
を
図
る
た
め
、

平
成
25
年
４
月
に
も
や
す
ご
み
指
定
袋
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
の
家
庭
か
ら
出
る

も
や
す
ご
み
の
量
は
、
平
成
24
年
度
と
比
べ
て
約
12
％
減
り
ま
し
た
。

　
ご
み
の
減
量
と
再
資
源
化
は
、
環
境
保
護・省
エ
ネ
ル
ギ
ー・地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
美
し

い
環
境
を
次
の
世
代
に
残
す
た
め
、
引
き
続
き
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
排
出
状
況

ご
み
処
理
の
歳
入
と
処
理
経
費

1

2

30,000

33,000

36,000

39,000

42,000

45,000
（トン） （ｇ）

総排出量

平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

0
200

400

600

800

1,000

1,200

国民1人当たり
平均排出量
（1日）

県民1人当たり
平均排出量
（1日）

市民1人当たり
平均排出量
（1日）

▲

◆

■

■■■ ■
◆ ◆ ◆ ◆

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

41,149
39,970 38,591 37,580

35,088

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

大型ごみ

資源化ごみ

もやさないごみ

もやすごみ平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

（トン）

19,174 17,487 17,088 16,638 14,586

雑入ほか　165千円
国庫補助金　2,005千円
県補助金
　2,226千円

もやすごみ指定袋など
手数料（家庭系ごみ）81,220千円

一般廃棄物
処理手数料
（事業系ごみ）
　100,485千円

平成25年度
ごみ処理歳入
186,101千円

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600
（百万円）

処理経費

平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

0
2,000
4,000
6,000
8,000
10,000
12,000
14,000
16,000
（円）

市民1人当たり
の処理経費1,206

11,837

1,365
1,019 977

1,212

13,522
10,168

9,716

12,172
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資
源
化
ご
み
の
日
、
も
や
さ
な
い
ご
み
の

日
に
回
収
し
た
再
生
利
用
で
き
る
ご
み
は
、

不
燃
物
処
理
工
場
で
選
別
処
理
を
し
た
後
、

品
目
ご
と
に
売
却
さ
れ
る
か
、指
定
法
人（
※
）

へ
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
リ
サ
イ
ク

ル
品
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
へ
引
き
渡
さ
れ
、

新
た
な
製
品
に
再
生
さ
れ
ま
す
。

　
資
源
の
有
効
活
用
と
品
質
確
保
の
た
め
、

今
後
も
ご
み
の
分
別
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
リ
サ

イ
ク
ル
業
務
を
行
う
法
人
で
、
市
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

を
引
き
渡
し
、
処
理
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
ご
み
の
排

出
量
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
市
民
１
人
当
た

り
の
平
均
排
出
量
は
、
県
と
全
国
の
平
均
を

上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
処
理
に
は
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

消
費
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温

室
効
果
ガ
ス
も
発
生
し
ま
す
。
少
し
で
も
ご

み
を
減
ら
す
た
め
、
自
分
で
買
い
物
袋
を
用

意
す
る
、
で
き
る
限
り
詰
め
替
え
商
品
を
選

択
す
る
、
生
ご
み
処
理
容
器
を
利
用
す
る
な

ど
、
家
庭
で
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆買い物にはマイバッグを持って行く
◆生ごみを出すときは水をよく切る
◆過剰包装を断る
◆利用しないブックカバーは断る
◆ 弁当などを買うときは割り箸、スプーンなどはも
らわず、自分の物を使う など

◆詰め替えできる商品を選ぶ
◆繰り返し使える容器を利用する
◆ 着なくなった衣類や不要な家具を必要な人に使
ってもらう
◆買うときに長く使えるものを選ぶ など

◆生ごみ処理容器を使って生ごみを堆肥にする
◆地域の資源集団回収に参加する
◆ スーパーなどの店頭回収（食品トレー・ペットボ
トルなど）を利用する
◆リサイクル製品を購入する など

【ごみ減量化のヒント（例えば）】

回
収
し
た
資
源
ご
み
の
ゆ
く
え

ご
み
の
減
量・再
利
用・再
生
利
用
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

3

4
ごみに

なるものを
減らす
（減量）

できるだけ
再利用する
（再利用）

もう一度
資源として
利用する

（再生利用）

種類 品目 中間処理
（不燃物処理工場） 資源物の売却・処理 リサイクル品の製造

（メーカー）

資
源
化
ご
み

ペットボトル 【
異
物
の
除
去
、
選
別・圧
縮
作
業
】

ペットボトル

指定法人へ
引き渡し
(処理委託)

ペットボトル・
繊維・シートなど

プラスチック
製容器包装

プラスチック
製容器包装

再生樹脂・
プランター・
パレットなど

かん類 アルミ缶など 資源回収業者
へ売却

アルミ缶・
建築用鋼材など

も
や
さ
な
い
ご
み

びん類

【
異
物
の
除
去
、
選
別・袋
詰
め
作
業
】

ガラスびん
指定法人へ
引き渡し
(処理委託)

ガラスびん・
ガラス繊維など

金属類 金属類 資源回収業者
へ売却

ステンレス製品・
鉄製品など
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い
っ
た
ん
全
額
支
払
っ
た
医
療
費
の
う

ち
、
次
の
①
～
③
の
と
き
は
、
申
請
に
よ
り

自
己
負
担
分
を
除
い
た
金
額
が
、
療
養
費
と

し
て
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①�

保
険
証
を
持
た
ず
に
受
診
し
、
医
療
費
を

全
額
支
払
っ
た
と
き

②�

医
師
が
治
療
上
必
要
と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ

ト
な
ど
の
補
装
具
代
が
か
か
っ
た
と
き

③�

海
外
渡
航
中
に
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と

き（
治
療
目
的
の
渡
航
は
除
く
）

申�

請
場
所　
保
険
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課

用�

意
す
る
物　
保
険
証
、
印
鑑
、
通
帳
、
領

収
書
、
診
療
報
酬
明
細
書（
①
③
の
み
）、

医
師
の
診
断
書・装
着
証
明
書（
②
の
み
）、

パ
ス
ポ
ー
ト（
③
の
み
）、日
本
語
に
翻
訳
し

た
領
収
書
と
診
療
報
酬
明
細
書（
③
の
み
）

　
保
険
証
が
使
え
る
の
は
次
の
場
合
に
限
ら

れ
ま
す
。

①�

柔
道
整
復　
打
撲
、
ね
ん
ざ
、
脱
臼
な
ど

外
傷
性
の
け
が
の
と
き

②�

鍼
灸　
慢
性
病
で
医
師
に
よ
る
適
当
な
治

療
手
段
の
な
い
も
の（
神
経
痛
、
リ
ウ
マ

チ
、
頚
腕
症
候
群
、
五
十
肩
、
腰
痛
症
、

頚
椎
捻
挫
後
遺
症
な
ど
）で
、医
師
の
同
意

が
あ
る
と
き

③�

マ
ッ
サ
ー
ジ　
筋
ま
ひ
、
関
節
拘
縮
な
ど

で
、
医
療
上
必
要
と
医
師
が
認
め
た
と
き

※
柔
道
整
復
や
鍼
灸
施
術
は
、
医
療
機
関
で

同
時
期
に
同
じ
疾
患
で
治
療
を
受
け
て
い
る

場
合
、
保
険
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
施
術
所
の

先
生
の
質
問
に
は
き
ち
ん
と
答
え
る
な
ど
、

正
し
い
受
診
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
り

け
が
を
し
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
は
加
害
者

が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、

賠
償
が
遅
れ
た
と
き
は
、
い
っ
た
ん
保
険
証

を
使
っ
て
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
場
合
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●�

事
故
の
程
度
に
関
わ
ら
ず
、
警
察
へ
届
け

出
る

●�

保
険
医
療
課
に
連
絡
し
、「
第
三
者
行
為
に

よ
る
被
害
届
」を
提
出
す
る

●�

相
手（
加
害
者
）か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
無
断
で
示
談
を
済
ま
せ
た
り
し
な

い
　
次
の
①
～
③
な
ど
の
理
由
で
、
入
院
な
ど

の
治
療
費
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
す
れ
ば
支
払
う
医
療
費
が
３
カ
月
間
軽

減
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
保
険
医
療
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

地
震
、
火
災
な
ど
の
災
害
で
、
心
身
や
資

産
な
ど
に
重
大
な
損
害
が
生
じ
た

②�

事
業
の
休
廃
止
ま
た
は
倒
産
で
、
収
入
が

前
年
の
２
分
の
１
以
下
に
減
少
し
た

③�

干
ば
つ
、
冷
害
な
ど
の
災
害
で
、
収
入
が

前
年
の
２
分
の
１
以
下
に
減
少
し
た

申
請
場
所　
保
険
医
療
課

用�

意
す
る
物　
保
険
証
、
前
年
と
今
年
の
収

入
が
分
か
る
物（
②
③
の
み
）

問
保
険
医
療
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
０

国保だより
 

◆
あ
ん
な
と
き・こ
ん
な
と
き

医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
支
払
っ
た
と

き
　
～
療
養
費
の
支
給
～

柔
道
整
復（
整
骨
院
な
ど
）・鍼
灸・マ
ッ

サ
ー
ジ
に
か
か
る
と
き

治
療
費
の
支
払
い
が
一
時
的
に
、
著
し

く
苦
し
く
な
っ
た
と
き
　
～
一
部
負
担

金
減
免
の
届
け
出
～

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
　

～
第
三
者
行
為
に
よ
る
届
け
出
～

健康診査を受けましょう
〜今年度最後のバス健診です〜
●レディースデイ健診
と�　き　２月13日（金）９時～10時、３月13日（金）９時～10
時

ところ　リージョンプラザ
健診項目　乳がん・子宮頸がん・大腸がん検診
対　象　女性
●フルコース健診
と�　き　３月11日（水）・12日（木）８時30分～10時30分
ところ　リージョンプラザ
健�診項目　特定・基本・胃がん・大腸がん・肺がん・前立腺がん・
乳がん・子宮頸がん・肝がん検診

申�し込み　１月16日（金）までに、持参、郵送またはファク
スで申込書（保健福祉課、各支所、各保健福祉センター、
各コミュニティセンターなどに用意）を保健福祉課（〒72　
3-0014城町一丁目２番１号☎0848・67・6053��0848・67・
5934）へ

※対象年齢や
料金など、詳
しくは申込書
を参照してく
ださい。

●２次元コードを読み取れば、電子申請もできます

▲スマートフォン用 ▲携帯電話用

託児付き
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